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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成21年5月7日(2009.5.7)

【公表番号】特表2008-542214(P2008-542214A)
【公表日】平成20年11月27日(2008.11.27)
【年通号数】公開・登録公報2008-047
【出願番号】特願2008-512730(P2008-512730)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  31/17     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/58     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/436    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｊ  71/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  31/17    　　　　
   Ａ６１Ｋ  45/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/58    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/436   　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １２１　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　
   Ｃ０７Ｊ  71/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年3月18日(2009.3.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉ

【化１】

の化合物、または、その医薬的に許容し得る塩、多形、溶媒和物、水和物、代謝物もしく
はプロドラッグ、および、少なくとも１種のＰＩ３Ｋ／ＡＫＴシグナル伝達経路阻害剤で
ある第２の化合物を含む組合せ。
【請求項２】
　該第２の化合物が、セレコキシブ、ＯＳＵ－０３０１２、ＯＳＵ－０３０１３、ＰＸ－
３１６、２'－置換、３'－デオキシ－ホスファチジル－ミオ－イノシトール誘導体、３－



(2) JP 2008-542214 A5 2009.5.7

（イミダゾ［１,２－ａ］ピリジン－３－イル）誘導体、Ｌｙ２９４００２、ＩＣ４８６
０６８、３－（ヘテロ）アリールオキシ置換ベンゾ（ｂ）チオフェン誘導体、ＰＸ－８６
６、ペリフォシン、トリシリビン、ＦＫＢＰ１２エンハンサー、ホスファチジルイノシト
ールエーテル脂質類似体、ワートマニンまたはラパマイシンまたはそれらの誘導体、また
は、それらの医薬的に許容し得る塩である、請求項１に記載の組合せ。
【請求項３】
　該第２の化合物が、式Ｗ：
【化２】

のワートマニン化合物、式Ｗのワートマニン化合物の誘導体もしくは類似体、式Ｗのワー
トマニン化合物の医薬的に許容し得る塩、または、式Ｗのワートマニン化合物の誘導体も
しくは類似体の医薬的に許容し得る塩である、請求項１に記載の組合せ。
【請求項４】
　該式Ｗの誘導体または類似体が、
ａ）式Ｗ１

【化３】

（式中、Ｒは、Ｈ（１１－デスアセトキシワートマニン）またはアセトキシであり、Ｒ'
はＣ１－Ｃ６アルキルである）
の化合物、
ｂ）式Ｗ２
【化４】

（式中、Ｒ'はＣ１－Ｃ６アルキルである）
のΔ９,１１－デヒドロデスアセトキシワートマニン化合物、
ｃ）式Ｗ３
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【化５】

（式中、Ｒは、Ｈまたはアセトキシであり、Ｒ'はＣ１－Ｃ６アルキルであり、そして、
Ｒ''は、Ｈ、Ｃ１－Ｃ６アルキル、－Ｃ（Ｏ）ＯＨまたは－Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｃ１－Ｃ６アル
キルである）
の１７（α－ジヒドロ－ワートマニン化合物、
ｄ）式Ｗ４
【化６】

（式中、Ｒ１は、Ｈ、メチルまたはエチルであり、Ｒ２はＨまたはメチルである）
のワートマニン化合物のＡ－環が開裂した酸またはエステル、または、
ｅ）式Ｗ５
【化７】

（式中、Ｒ４は＝Ｏまたは－Ｏ（ＣＯ）Ｒ６であり、Ｒ３は、＝Ｏ、－ＯＨまたは－Ｏ（
ＣＯ）Ｒ６であり、各Ｒ６は、独立して、フェニル、Ｃ１－Ｃ６アルキルまたは置換Ｃ１

－Ｃ６アルキルであり、Ｒ４が＝Ｏまたは－ＯＨである場合、Ｒ３は＝Ｏではない）
のワートマニンの１１－置換および１７－置換誘導体
から選択される、請求項３に記載の組合せ。
【請求項５】
　該第２の化合物がＡｋｔ－キナーゼ阻害剤である、請求項１に記載の組合せ。
【請求項６】
　該第２の化合物が、Ａｋｔ－１－１、Ａｋｔ－１－１,２、ＡＰＩ－５９ＣＪ－Ｏｍｅ
、１－Ｈ－イミダゾ［４,５－ｃ］ピリジニル誘導体、インドール－３－カルビノールお
よびその誘導体、ペリフォシン、ホスファチジルイノシトールエーテル脂質類似体、トリ
シリビンまたはこれらの医薬的に許容し得る塩である、請求項１に記載の組合せ。
【請求項７】
　該第２の化合物がｍＴＯＲ阻害剤である、請求項１に記載の組合せ。
【請求項８】
　該第２の化合物が、ラパマイシン、テムシロリムス、エベロリムス、ＡＰ２３５７３、
ＡＰ２３６７５、ＡＰ２３４６４、ＡＰ２３８４１、４０－（２－ヒドロキシエチル）ラ
パマイシン、４０－［３－ヒドロキシ（ヒドロキシメチル）メチルプロパノエート］－ラ
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パマイシン、４０－エピ－（テトラゾリル）－ラパマイシン、３２－デオキソラパマイシ
ンもしくは１６－ペンチニルオキシ－３２（Ｓ）－ジヒドロラパマイシン、ＳＡＲ９４３
またはそれらの医薬的に許容し得る塩である、請求項１に記載の組合せ。
【請求項９】
　式（Ｉ）の化合物およびワートマニンを含む、請求項１に記載の組合せ。
【請求項１０】
　式（Ｉ）の化合物およびラパマイシンを含む、請求項１に記載の組合せ。
【請求項１１】
　該組合せの有効成分の量が相乗的である、請求項１ないし請求項１０のいずれかに記載
の組合せ。
【請求項１２】
　癌を処置するための請求項１ないし請求項１１のいずれかに記載の組合せ。
【請求項１３】
　該癌が、黒色腫、肝細胞癌、腎細胞癌、非小細胞肺癌、卵巣癌、前立腺癌、結腸直腸癌
、乳癌または膵臓癌である、請求項１２に記載の組合せ。
【請求項１４】
　癌を処置するための請求項１ないし請求項１１のいずれかに記載の組合せの製造方法。
【請求項１５】
　該癌が、黒色腫、肝細胞癌、腎細胞癌、非小細胞肺癌、卵巣癌、前立腺癌、結腸直腸癌
、乳癌または膵臓癌である、請求項１４に記載の方法。
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